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通巻 第７３号 

令和６年３月 

【第 13回障害者作品展「ふれあいギャラリー」に実行委員、ボランティアとして参加】 

日時：令和６年２月 23日（金）～25日（日）  ／ 出展数 １６９点 ／ 来場者数 ６８１名 

場所：佐倉市立美術館 

≪来場者の声≫ 

・広々としたレイアウトで作品が見やすかった。 
・明るく楽しい雰囲気で素敵でした。 
・障がいがあっても美術館へ行く機会を持てました。 
・個性的な作品、大作もありとても楽しめました。 
・毎回楽しみにしています。今後も続けてほしい。 
・開催期間を長くして多くの人に見てもらいたい。 
皆様から心温まる感想をいただきました。ご来場ありがとうございました。 

今年のお正月に能登半島で発生した大地震により甚大な被害が出ました。被災された方々に心からの

お見舞いを申し上げます。そして一日も早い復興をお祈りいたします。 

今年度は『第 1 回運営委員会（総会）』『バス研修』『ボランティアのつどい』など主な活動を全て対

面で行うことができ、コロナ禍以前の活動に戻ることができた 1年でした。       

つくば宇宙センターへの『バス研修』は、参加希望者が多く参加できなかった各団体の皆様にはご迷

惑をおかけしました。また『ボランティアのつどい』では「環境」をテーマに、環境に留意した活動を

されてる方たちをパネリストにお招きして、会員の皆さまと意見交換することが出来て盛り上がりまし

た。来期も皆さまとともに歩んでいきますのでご協力よろしくお願いいたします。 
                 

 佐倉市ボランティア連絡協議会  会 長 住吉 アキ子 

 

【収集活動①】 
≪切手収集≫ 

使用済み切手収集の会より、令和 5年 6月 19日付で

使用済み切手売上金 17,240円を 

市社協に寄付をしたと報告がありま 

した。ありがとうございました。 

 

 

 

 

【収集活動②】 
≪ベルマーク対応インクカートリッジ収集≫ 

 使用済みインクカートリッジを回収して、今年

度は王子台小学校に 

お届けいたしました。 

 

 

 

 

【市民活動発表会 2023～つたえる、ひろがる、私たちの活動～】 

日時：令和５年 11月 19日（日）   場所：中央公民館 

≪来場者の声≫ 

・普段見ているようで見たことがないマークを勉強できてよかった。 
・車椅子に乗ると、今まで歩いている高さと違います。乗っている人に 
声掛けは低いほうが良いと思いました。 

・妹と一緒に楽しく学べました。 
・乗っている人が落ちてケガをしないように下り坂で車椅子を押すときは、 
 後ろ向きで操作することがわかりました。 他 
 
 

 

 

http://www.sakuravren.com/
mailto:info@sakuravren.com


     

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

 

 
 
 

 
                                                

     

  

 

  

 
                
  

                             

 

 
   

  
    

     

   

 

  

 

 

  

                                                          

 

 

 

 

【グループワーク】 
≪環境≫と聞いて何を連想しますか？ 

持
ち
寄
っ
た
品
物
と
「
と
り
か
え
っ
こ
」 

～一人の力では温暖化を止めることは難しいけれど、少しずつ地域を守ることはできる～ 

里山から環境を考えてみました。 

 

保護者と保育者での共同保育・

共同運営型の森のようちえん。 

子どもも大人もともに育ち合う場

所、豊かな里山の森(佐倉市・八千

代市)で『自然×仲間×共育』を大

切に活動中。 

小出農園で、資源の循環・生物

の多様性を大切にした農業を

小さく営む。また、消費者参加型

農園として農業作業体験（田植

え～収穫他）を提供し、毎月第 3

日曜日開催の「こそだちフェ

ス」にも出店。 

畑での作業（野菜や花
づくり）を中心に、自然の
中で交流、食育も行って
いる。障がいのある方や
一人暮らしの高齢者も
太陽の下で集う場とな
っている。活動場所は下
志津の畑他。 
 

【パネル展示】 

 

 

環境問題は多岐にわたっており気候変動や地球温暖化などの大きな課題を、個人で変化を起こすことは

難しいと感じるかもしれません。しかし、知識と行動を共有し共に取り組むことで、少しの工夫と小さな

行動が大きな変化をもたらし持続可能な未来へ繋がることを学ぶことができました。 

◆一言で環境と言っても様々な見方があるのだと感じました。CO₂の削減について、ハードルが高く自分では貢献するのは 

難しいと思っていましたが、案外できる事は多いのだなと感じました。 

◆環境について考える良い内容だった。グループでの話し合いをもう少し話せると良かった。 

◆参加できてとても勉強になった。リサイクルはしているが他にもできることがあると気づきました。 

 

 

≪参加者の声を聴いてみました≫ 

 

 クルベジ（cycle&cool ｖｅｇｅｔａｂｌｅ） 

･･･安全でおいしい野菜の生産と、脱

炭素の活動を組み合わせ、「食卓か

ら地球を冷やす」取り組みをしてい

る。 地域資源を循環させ、若手の新

規就農者ともつながりながら活動

している。 


